
■松木中学校区 C-1 【地域のありたい姿と必要なこと】

子どもも
参加

第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

ありたい姿
みんなが幸せになるつながり

すぐにやれる

時間がかかる

地域主体 行政主体

困りごとを拾える（みんなが幸せになる）つながりを作るため、
敷居の低い居場所づくり、困りごとが見えるような関係づくり、支える人材・ネットワークづくりができるとよい。

困りごとを知るための
（支えるための）

勉強会
ワークショップ

情報発信

公園で
ゲートボール

（峰ヶ谷戸公園）子供
も

想い

防災訓練
(中学校区単位)

地域の団体が
つながるための

連絡会

コーディネーター
地域学校協働活動推進員

＋
α

企業との連携

プチ公民館
プチ児童館

活動場所
資金の補助

公園に自由カフェ
(自由に立ち寄れる）

長池公園か松木公園に
オープンテラス付きの
カフェを入れてもらう

子供と年配の方々との
知識交換会

小学校の長期休暇中の校舎
に毎日解放される教室を用
意し、日がわりでイベント
が行われる(昼食付き)

小・中学校
カフェスペース

行政が持っている
（知っている）

事例

人が集まる
きっかけ

子どもを
見れる
位置に！

公園の
活用

立ち上げ
補助

場所が
あればよい
持込可

人材
ネット
ワーク

課題意識を
持つ人が
増える

●ありたい姿のキーワード

◦敷居の低い居場所づくり
◦困り事が見えるような関係づくり
◦支える人材、ネットワークづくり

講師派遣

事例を知ることで、自分事として
とらえることができるようになる

つなげる「人」を育てる 横のつながりを作ることで解決できることがある
（行政のサポートも欲しい）

継続させるため
の資金や仕組み

ハードルの低いきっかけ、多世代交流のき
かっけ、自然に人が集まるスペースを作る
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行政の
サポート

昔のことを
高齢者が

地域のことを
知らない人に

教える

第２回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

新しく住み始
めた人との
あいさつ

【つなぎ、
つながるまち】

つながる
｢ツール｣を
増やす

意図的に
(目的を持っ

て)

高齢者の
頼られ方

【つなぎ、
つながるまち】

つなげる｢人｣を
作る（育てる）

昔の地の事が
わかる

必要としてい
る人を公募す

る場所

地域住民の
かゆいところに

手が届く
助け合い

・欲しい人材
・やってもいいと
思っている人

とをつなぐこと

つながりをつくる
目的・意識

地域課題
の共有

習い事を地域
の人が教える
（学校開放）

｢人のつなが
りで人生が豊
かになる｣こ
とを知っても

らう

地域力を
高めるために
地域の問題を

知る

地域力の高さで
〇〇に成功した
事例を知らない
→知りたい

【つなぎ、
つながるまち】

住民の意識を
変える

カフェの様な
コミュニティ
センター

【つなぎ、
つながるまち】

つながる場所を
増やす

世代問わず、
人が自然に
集まるような
スペース

学校の使い方
（空き教室）

集い
祭り

困りごとに
気づくための
つながりが

必要

個人情報の
保護があり

困っている人を
すぐに助けるよう

なことが
できない

つながり
づくりの
仕掛け
意図的に

敷居の低い
場所
イベント

ハードルの
低いきっかけ

つながりを
つくる
仕掛け・ツール

困りごとの
見える化

つなぎ役と
なるコーディ
ネーター

世代を
超えた
つながり
高齢者と
子ども

アイデンティティ
の共有

困りごとを
拾えるための
つながりづくり

会う人、だれにでも
おはようございます
こんにちは
のあいさつが
できるまちへ

行政の補助

つながる場

身の回り、またはよその地域の話として、地域力の高さに
よって何かを解決した、あるいは成功した事例を知らな
いので、自分ごととして捉えにくい

地域のお祭りを大事に育てて、来る人や
関わる人を増やしたい

自分が困っているのかも分からず、
周りに頼れない人もいる

困ったときに話を聞いてくれる、
または、どこの誰に話をすればいいのか
教えてくれる人がいる

行政が各種団体
の横のつなぎを
してくれる


